
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

三
月
二
十
日
（
木
）
第
八
四
三
回 

◇
・
講
師 

崔 

宗
宝 
 

 
 

 
 

 
 

オ
ペ
ラ
歌
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
と
な
り
の
国
か
ら
見
た
日
本
」 

 
 

 

中
国
北
京
市
生
ま
れ
。
一
九
八
八
年
に
北
京
首
都
師
範
大
学
を
卒
業 

後
、
一
九
九
二
年
に
来
日
し
、
九
四
年
に
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
に
入 

学
、
九
八
年
に
同
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
、
本
格
的
に
日
本
で
の 

歌
手
活
動
を
開
始
す
る
。
来
日
後
、
埼
玉
県
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が 

地
域
の
方
々
が
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、
歌
手
活
動
を
し
な
が
ら
交
流 

も
深
ま
り
、
応
援
し
て
下
さ
る
皆
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。 

日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
、
平
穏
な
環
境
と
平
和
な
空
気
感
で
あ
る
。 

中
国
は
人
口
の
多
さ
か
ら
未
だ
、
貧
富
の
差
が
大
き
い
。
都
市
部
で
は 

海
外
か
ら
も
羨
望
さ
れ
る
好
景
気
だ
が
地
方
で
は
貧
し
い
生
活
を
し
て 

い
る
。
命
の
重
さ
さ
え
違
う
事
が
あ
る
の
が
悲
し
い
。
日
本
の
よ
う
に 

 
 

 
 

 
 

人
々
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
は
素
晴
ら
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

今
は
転
居
し
て
海
老
名
に
移
っ
た
が
、
こ
ち
ら
で
も 

 
 

 
 

 
 

皆
さ
ん
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

齋
藤 

幸
子 
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三
月
六
日(

木
）
第
八
四
一
回 

◇
・
講
師 

蓮
実 

利
勝 

（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
Ｓ
Ｖ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

株)

カ
ク
ダ
イ
建
築
設
計
研
究
所 

会
長 

◇
・
テ
ー
マ 

「
倫
理
を
正
し
く
学
ぶ
」 

  
目
標
・
準
備
・
方
法
・
始
末
で
人
は
生
き
て
い
く
。
だ
が
動
物
は 

大
自
然
の
中
に
身
を
任
せ
異
常
を
敏
感
に
感
じ
る
予
知
力
を
身
に
着
け 

 

生
き
て
い
く
。
災
害
が
あ
っ
て
も
そ
の
予
知
力
で
動
物
は
助
か
る
が 

人
間
は
予
測
で
き
ず
に
大
き
な
被
害
に
あ
う
。
倫
理
は
「
ハ
イ
」
の 

返
事
、
肯
定
の
心
。
肯
定
こ
そ
大
自
然
に
合
っ
た
行
為
で
あ
る
。
体
は 

心
の
入
れ
物
な
の
で
素
直
に
な
れ
ば
全
て
が
良
い
方
向
に
変
わ
る
。 

「
万
人
幸
福
の
栞
」
に
は
そ
の
よ
う
な
大
宇
宙
の
摂
理
が
記
さ
れ
て
い 

る
。
そ
れ
は
氷
山
で
い
う
と
氷
上
の
見
え
る
部
分
で
あ
る
が
そ
の
土
台 

 
 

 
 

 
 

 

と
な
る
見
え
な
い
氷
下
は
し
っ
か
り
と
し
た
実
践
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
。
見
え
る
部
分
が
わ
か
っ
て
も
実
践
を
し
な
く 

 
 

 
 

 
 

 

て
は
結
果
は
つ
い
て
こ
な
い
。
素
直
な
肯
定
の
心
で 

 
 

 
 

 
 

 

倫
理
を
正
し
く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋 

茂
行 
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三
月
十
三
日
（
木
）
第
八
四
二
回 

◇
・
講
師 

星 

武
司 

 

神
奈
川
県
倫
理
法
人
会 
普
及
拡
大
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
タ
ー
ホ
ー
ム(

株) 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
・
テ
ー
マ 

「
運
命
自
招
～
倫
理
と
の
出
合
い
で
人
生
が
変
わ
っ
た
～
」  

  

平
成
十
六
年
に
実
家
の
事
業
、
ス
タ
ー
ホ
ー
ム(

株)

を
継
承
。
当
初 

 

は
、
事
業
も
順
調
だ
っ
た
が
、
自
ら
の
自
惚
れ
、
慢
心
、
放
漫
に
よ
り 

倒
産
の
危
機
に
。
そ
ん
な
折
に
横
須
賀
市
の
倫
理
法
人
会
に
入
会
。
倫 

理
に
触
れ
、
も
う
一
度
頑
張
ろ
う
と
す
る
も
社
屋
が
全
焼
。
し
か
し
、 

「
苦
難
福
門
、
捨
我
得
全
、
人
生
神
劇
」
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
狼
狽
え 

ず
対
応
で
き
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
逗
子
葉
山
倫
理
法
人
会
起
ち
上
げ
の 

準
備
委
員
長
を
拝
命
し
取
り
組
む
も
腸
閉
塞
を
患
い
、
一
年
か
け
て
正 

法
人
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
墓
参
り
、
競
売
物
件
の 

落
札
、
娘
の
入
院
、
火
災
事
故
敗
訴
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
出
来
事
が 
 

 
 

 
 

 
 

次
々
に
起
こ
り
、
倫
理
の
凄
さ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ 

 
 

 
 

 
 

 

る
。
大
好
き
だ
っ
た
姉
が
亡
く
な
る
前
「
命
を
く
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
な
ら
生
ま
れ
変
わ
れ
る
な
ら
、
人
の
た
め
に
尽
く 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
い
。
愛
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
の
言
葉
を
心 

 
 

 
 

 
 

 

に
刻
み
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

高
橋 

茂
行 
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三
月
二
十
七
日
（
木
）
第
八
四
四
回 

◇
・
講
師 

鈴
木 

由
和 

 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

会
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

草
加
市
議
会
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
言
葉
の
力
」 

 
 

 

草
加
の
青
柳
で
生
れ
、
川
柳
小
、
中
学
と
進
み
、
高
校
は 

秋
田
に
行
く
。
野
球
少
年
だ
っ
た
。
全
国
大
会
に
出
る
レ
ベ
ル
で
甲
子 

園
に
も
出
た
い
、
プ
ロ
に
も
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
「
四
番
を 

空
け
て
待
っ
て
い
る
よ
」
と
誘
て
く
れ
た
高
校
も
あ
っ
た
が
、
「
一
年 

生
の
自
分
が
四
番
に
な
れ
る
よ
う
な
高
校
で
は
甲
子
園
に
行
け
な
い
の 

で
は
」
と
思
い
お
断
り
し
た
。
秋
田
の
高
校
の
監
督
に
は
「
甲
子
園
に 

行
っ
て
Ｐ
Ｌ
学
園
倒
そ
う
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
心
に
響
き
、
目
標 

が
明
確
に
な
り
、
そ
の
場
で
快
諾
し
た
。
高
三
で
甲
子
園
に
出
場
し
た
。 

社
会
に
で
て
五
年
営
業
畑
で
働
く
。
鴨
下
一
郎
国
会
議
員
の
秘
書
公
募

で
採
用
さ
れ
た
。
「
野
球
一
筋
、
一
つ
の
事
を
や
り
遂
げ
た
事
」
が 

採
用
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
聞
き
苦
労
が
報
わ
れ
た
。
言
葉
に
は
見
え 

な
い
力
が
あ
る
。
「
あ
り
が
と
う
」
が
一
番
良
い
言
葉
。
思
い
を
込
め

た
言
葉
は
心
に
響
く
力
を
持
っ
て
い
る
。 

 

丸
山 

千
代
子 
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